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愛は南から

　3月 27 ～ 29 日に埼玉県立武道

館で開催された「第 37 回全国ス

ポーツ少年団剣道交流大会」で、

南宇和剣道会の二神明
あ す み

日美さん

(15 歳、城辺中学校卒 ) が昨年の

同大会準優勝の雪辱を果たし、見

事全国の頂点に立ちました。

　松山市内の高校に進学した二神

さんは愛媛国体の強化選手にも指定されており、2017 年に開催される愛媛国体での活躍も期待

されます。

　3月 31 日に清水雅
ま さ ふ み

文町長を訪問し優勝報告を行った際には、「愛南町で育ててもらった心と技

で、インターハイや愛媛国体でも優勝を狙います」と、さらなる飛躍を誓い意気込みを話してく

れました。

町長の行動
3 月
16 日 水道事業運営審議会答申、「えひめのミカタ」収録
17日 内海中学校卒業式、監査委員辞令交付
21日 宇和島道路全線開通式（宇和島市）
22日 宿毛市観光びらき式典（宿毛市）
23日 国保運営協議会
24日 城辺小学校卒業式
25日 再生可能エネルギー協議会、津島水道企業団議会（宇和島市）
26日 大久保山ダム管理委員会
27日 町社会福祉協議会理事会、サンパール観光株式会社定時取締役会
29日 宇和島伊達 400 年祭オープニングイベント（宇和島市）
30日 町教職員離任式、大久保山土地改良区理事会、大久保山土地改良区総代会
31日 町新消防庁舎視察、町職員退職者辞令交付式 など
　
4月
  1日 町職員異動辞令交付式、町教職員着任式
  6日 税務課相互併任職員辞令交付式
  7日 新庁舎起工式
  8日 一本松小学校入学式、南宇和高等学校入学式
  9日 御荘中学校入学式
10日 四万十市制施行・合併 10周年記念式典（四万十市）
14日 えひめ南予博覧会実行委員会（宇和島市）
15日 宇和島地区広域事務組合運営審議会（宇和島市）  など

愛南町の人口
平成 27 年 4 月 1日現在

10,712 戸世帯数 11,009 人男 12,403 人女23,412 人人口

二神明日美さんが
悲願の全国制覇
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          町内のトピックス、お知らせします。TOWN コミュ
　大森山公園の千

本桜が満開になり、

山全体が桜色に染

まりました。

　このほか、町内

各地の桜の名所で

は、家族連れなど

大勢の人がお花見

を楽しみました。

(4月初旬頃 )

　建設工事の完成に伴い、4月16日から新しい消

防庁舎で業務が行われています。運用開始を間近

に控えた3月31日には、清水雅
ま さ ふ み

文町長や岡田敏
と し ひ ろ

弘

副町長が新消防庁舎を視察しました。

　新庁舎の建設が予定されている役場敷地内で起

工式が実施され、町関係者や工事業者が出席して

工事中の安全を祈願しました。穿
うがちぞめ

初の儀では、清

水雅
ま さ ふ み

文町長が鍬入れを行いました。(4/7)

　愛南町では、県と町の職員が連携して収税や滞

納整理業務を行う職員相互併任を平成24年度に導

入し、税収の確保に取り組んでいます。

　4月6日には町長室で辞令交付式が行われ、愛媛

県職員の白石光
み つ あ き

章係長と川口環
た ま き

主任を愛南町税務

課管理収納係に任命しました。

　南宇和カラオケ愛好会 (松岡利
と し ひ こ

彦会長、写真左 )

主催の「第48回福祉チャリティー歌舞踊発表会」

が御荘文化センターで開催され、集まった募金が

町社会福祉協議会に寄附されました。(4/5)



p4広報あいなん

　端午の節句には、魔除けのために鍾
し ょ う き

馗様の人形や絵を
飾り、子供たちの健やかな成長を願う風習がある。立派
なひげをたくわえ、大きな目を見開いている鍾馗様は、
どこかオニカサゴの風貌に似ている。
　オニオコゼやオニユリなど、「鬼」の付くものは、も
との生き物より大きかったり、異様な姿をしていたりす
る場合が多い。オニカサゴは、大きくて異様な姿をした
カサゴという意味である。愛南町ではジーヤンホゴと呼
ばれている。おじいさんのホゴという意味であるが、こ
ちらのほうが親しみをもてる。
　見た目は悪いが、知る人ぞ知る高級魚である。白身の
上品な味で、刺身で食べてもおいしいが、煮付けや鍋にす
るのが最高である。機会があればぜひ食べてみてほしい。
　子供が大きくなってしまった我が家では、オニカサゴ
の写真でも飾って、魔除けにするのもいいかもしれない。

（撮影地 :横島）               愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日!海日和!!  　 「海の鍾
し ょ う き

馗様」vol54

　平成20年に着工し工事が

進められていた自動車専用道

路「国道 56号宇和島道路」

の津島高田インターチェンジ

(IC)―津島岩松 IC間 (3.5km)

の供用が開始されました。

　清水雅
ま さ ふ み

文町長も出席して華

やかに開催された開通式典

には、愛南町ご当地キャラク

ター「なーしくん」も参加し

てセレモニーを盛り上げまし

た。

宇和島道路が全通!
交流人口の増加に期待

3/

21

オニカサゴ

写真

4

森はともだち !
自然の中で思いっきり遊ぼう !

写真

5

　愛媛県「森はともだち」推進事業の指定を受け (平

成 24、25年度 )、平成26年からは愛媛県森林環境保

全基金公募事業の補助金を受けて、長月小学校の児童

が「長月夢の森」の“建設”を進めています。

　「夢の森」は御荘長月地区の吉村隆
た か の り

典さん所有の山中

にあり、同校児童が木材や竹を切ったり組み合わせた

り、汗を流して作り上げた「展望デッキ」や「空中ブ

ランコ」、「吊り橋」など12施設が所狭しと並び、子

供たちの遊び心をくすぐっています。

　3月21日には、昨年9月頃から作業に取り組んでい

た長さ12mの「ジャンボ滑り台」の完成を記念して、

作業に携わった同校児童や卒業生など15名が集まり、

思い入れのある遊具で思いっきり遊びました。

　吉村さんによると、この補助事業は平成27年度も

継続して行われ、子供たちの成長とともに「長月夢の森」

もさらに発展する予定だそうです。

写真

6
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　ニンジニアスタジアム (県総

合運動公園陸上競技場 )で、愛

媛FC対アビスパ福岡の J2公

式戦が愛南町のマッチタウン

ゲームとして開催されました。

　試合前のセレモニーでは、平

城サッカークラブの子供たち

19名がエスコートキッズを務

め、清水雅
ま さ ふ み

文町長が両チームに

記念品として「河内晩柑ジュー

ス」を贈呈しました。

　試合は愛媛FCが2対1で快

勝し、この試合の最優秀選手

に選ばれた西田剛
ご う

選手に、愛

南町からのMVP賞として「真

珠付き携帯ストラップ」が贈

られました。

がんばれ
愛媛FC

3/

15

写真

3

1

2 4

石垣の里
だんだん雛祭り

3/

3～

写真

1

　日本を代表する石垣文化の

景観地である外泊地区の石垣

の里で、いしがき守ろう会 (吉

田清
せ い い ち

一会長 )と外泊地区が主

催する「だんだん雛祭り」が

開催されました。

　主会場の広場のほか同地区

の石垣の上や民家の玄関先に

は、出品者が手のひらサイズ

の石にそれぞれの思いを込め

て描いた色鮮やかなお雛様約

200 点が並べられ、訪れる人

の心を和ませていました。

　歩行者天国となった城辺商

店街で、まちの元気を集める

楽しいスポットを作ろうと、

町ボランティア連絡会 (森岡

眞
ま ゆ み

由美会長 )の主催による「第

11回げんき市」が行われまし

た。

　当日は時折強い雨が降るあ

いにくの天気でしたが、町内

の小・中・高校生ボランティ

アの協力もあり、手作り雑貨

を販売するフリーマーケット

や4か所のチェックポイント

を回るウォークラリーやアマ

チュアバンドのライブなど盛

りだくさんのイベントで賑わ

いました。

げんき市でまちを
元気に

3/

15

写真

2

3

6

5
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境
衛
生
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

環
境
衛
生
係
長

　
吉
田 

幸
稔

会
計
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

出
納
係
長

保
健
福
祉
課
　
課
長
補
佐

(

兼)

児
童
福
祉
係
長

　
松
田 

恵

平
城
公
民
館
　
課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

平
城
公
民
館
　
係
長

管
理
事
業
係

○
濵
田 

和
洋

東
海
公
民
館
　
課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

東
海
公
民
館
　
係
長

管
理
事
業
係

○
山
本 

一
久

消
防
署 

第
1
小
隊
　
署
長
補
佐
・
通
信
指
令

消
防
署
　
署
長
補
佐

通
信
指
令(

第
3
小
隊)

　
大
戸 

孝
一

消
防
署 

第
2
小
隊
　
署
長
補
佐
・
通
信
指
令

消
防
署
　
署
長
補
佐

第
3
小
隊
長

　
長
岡 

寛
一

消
防
署 

第
3
小
隊
　
署
長
補
佐
・
通
信
指
令

消
防
署
　
署
長
補
佐

通
信
指
令(

第
1
小
隊)

　
平
田 
弘

【
係
長
級
】

総
務
課 

行
政
係
　
係
長

総
務
課
　
主
査

○
岸
本 

貴
士

総
務
課 

職
員
係
　
係
長

総
務
課
　
主
査

○
西
口 

昌
史

財
産
管
理
課 

財
産
管
理
係
　
係
長

財
産
管
理
課 

管
財
係
　
係
長

　
畑
田 

博
光

財
産
管
理
課 

財
産
管
理
係
　
係
長

財
産
管
理
課 

管
理
係
　
係
長

　
山
下 

公
久

税
務
課 

住
民
税
係
　
係
長

税
務
課
　
主
査

○
宮
川 

茂
朗

農
林
課 

農
地
整
備
係
　
係
長

水
産
課
　
主
査

○
好
岡 

英
樹

水
産
課 

建
設
係
　
係
長

建
設
課
　
主
査

○
楠
葉 

哲
也

水
産
課 

水
産
振
興
係
　
係
長

水
産
課
水
産
振
興
室 

水
産
研
究
普
及
係
　
係
長

　
上
田 

耕
平

水
産
課 

水
産
振
興
係
　
係
長

水
産
課
水
産
振
興
室
　
主
査

○
浦
﨑 

慎
太
郎

建
設
課 

維
持
係
　
係
長

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係
　
係
長

　
吉
田 

直
喜

城
辺
保
育
所
　
主
任
保
育
士

柏
保
育
所
　
主
任
保
育
士

　
松
藤 

千
秋

一
本
松
保
育
所
　
主
任
栄
養
士

(

兼)

緑
保
育
所

柏
保
育
所
　
主
任
栄
養
士

　
山
本 

和
恵

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
支
援
係
　
係
長

西
海
支
所 

産
業
建
設
係
　
係
長

　
伊
田 

光
洋

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係
　
係
長

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係
　
係
長

　
濵
田 

由
貴

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
主
任
生
活
相
談
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
上
級
生
活
相
談
員

○
山
口 

一
平

環
境
衛
生
課 

環
境
衛
生
係
　
係
長

建
設
課 

維
持
係
　
係
長

　
二
神 

志
朗

環
境
衛
生
課 

環
境
衛
生
係
　
係
長

環
境
衛
生
課
　
主
査

○
濵
見 

学
司

水
道
課 

簡
易
水
道
係
　
係
長

水
道
課 

上
水
道
係
　
係
長

　
　
築 

智
也

水
道
課 

簡
易
水
道
係
　
係
長

総
務
課
　
主
査
兼
運
転
手

○
和
家 

祐
二

内
海
支
所 

住
民
福
祉
係
　
係
長

内
海
支
所
　
主
査

○
浜
田 

晶
子

一
本
松
支
所 

環
境
観
光
係
　
係
長

企
画
財
政
課
　
主
査

○
大
森 

安
洋

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係
　
係
長

生
涯
学
習
課 

文
化
振
興
係
　
係
長

　
小
澤 

豊

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係
　
係
長

一
本
松
支
所 

環
境
観
光
係
　
係
長

　
谷
岡 

誠
司

消
防
署 

通
信
指
令
係
長(

第
3
小
隊)

　
係
長

消
防
署
　
第
3
小
隊(

消
防
係)  

主
査

○
濵
野 

知

【
一
般
職
】

総
務
課 (

愛
媛
県
派
遣)

　
主
事

防
災
対
策
課
　
主
事

　
猪
野 

大
輔

総
務
課
　
主
査

財
産
管
理
課
　
主
査

　
浦
川 

宙

企
画
財
政
課
　
主
査

総
務
課 (

愛
媛
県
派
遣)

　
主
査

　
西
平 

典
正

企
画
財
政
課
　
主
事

税
務
課
　
主
事

　
清
水 

大
象

企
画
財
政
課
　
主
事

町
民
課
　
主
事

　
橋
本 

雅
子

財
産
管
理
課
　
主
査

農
林
課
　
主
査

　
田
村 

弘
志

税
務
課
　
主
査

企
画
財
政
課
　
主
査

　
　
田 

修
平

町
民
課
　
主
査

御
荘
支
所
　
主
事

○
宮
下 

真
紀

町
民
課
　
主
査

保
健
福
祉
課
　
主
事

○
藤
本 

光
代

水
産
課
　
主
査

水
産
課
水
産
振
興
室
　
主
査

　
湯
浅 

良
彦

水
産
課
　
主
事

水
産
課
水
産
振
興
室
　
主
事

　
吉
原 

勇
作

水
産
課
　
主
事

水
産
課
水
産
振
興
室
　
主
事

　
　
瀬 

　
磨

水
産
課
　
主
事

水
産
課
水
産
振
興
室
　
主
事

　
清
水 

陽
介

御
荘
保
育
所
　
保
育
士

一
本
松
保
育
所
　
保
育
士

　
吉
見 

年
史

城
辺
保
育
所
　
上
級
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
上
級
保
育
士

　
大
野 

聡
史

一
本
松
保
育
所
　
上
級
保
育
士

城
辺
保
育
所
　
上
級
保
育
士

　
山
岡 

基
樹

一
本
松
保
育
所
　
上
級
保
育
士

御
荘
保
育
所
　
上
級
保
育
士

　
山
本 

香
織

高
齢
者
支
援
課
　
看
護
師

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
看
護
師

　
木
下 

美
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
上
級
支
援
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
上
級
生
活
相
談
員

　
今
村 

真
樹

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
上
級
生
活
相
談
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
上
級
支
援
員

　
中
島 

愛

御
荘
支
所
　
主
査

町
民
課
　
主
査

　
尾
川 

美
保

学
校
教
育
課
　
主
査

高
齢
者
支
援
課
　
主
査

　
清
水 

洋
子

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

　
大
塚 

祐
矢

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
高
田 

大
輝
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消防本部

三原慎
し ん や

也

平
成
27
年
4
月
1
日
付
け
正
規
職
員
新
規
採
用
者

所
　
　
　
属

役
　
　
　
職

氏
　
名

総
務
課

主
事
兼
運
転
手

鶴
川 

知
也

町
民
課

主
事

太
田 

伊
代

建
設
課

主
事

田
村 

直
登

御
荘
保
育
所

保
育
士

岡 

美
由
紀

城
辺
保
育
所

保
育
士

川
村 

瑞
葵

高
齢
者
支
援
課

主
事

村
上 

志
子

消
防
本
部
庶
務
課

主
事

三
原 

慎
也

防
災
対
策
課

主
事

梶
田 

公
仁

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

看
護
師

宮
﨑 

法
子

国
保
一
本
松
病
院

准
看
護
師

冨
岡 

さ
お
り

平
成
27
年
3
月
31
日
付
け
正
規
職
員
退
職
者

所
　
　
　
属

役
　
　
　
職

氏
　
名

総
務
課

課
長

中
川 

治
雄

消
防
本
部

消
防
長

湯
浅 

裕
記

財
産
管
理
課

課
長

長
田 

照
夫

建
設
課

課
長

上
埜 

一
男

保
健
福
祉
課

(

兼)

御
荘
夢
創
造
館
長

課
長

坂
本 

和
美

生
涯
学
習
課

(

兼)

愛
南
町
中
央
公
民
館
長

課
長

森
口 

勉

御
荘
保
育
所

所
長

山
下 

ま
つ
み

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室

室
長

垣
本 

耕
一

消
防
署

署
長

川
越 

基
広

城
辺
み
し
ま
荘

施
設
長

岸
田 

忠
己

御
荘
支
所

課
長
補
佐

松
本 

睦
美

城
辺
保
育
所

主
任
保
育
士

本
多 

美
代
子

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

准
看
護
師

石
﨑 

円
子

御
荘
支
所

用
務
員

村
田 

良
子

御
荘
保
育
所

調
理
員

松
田 

加
代
子

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員

中
田 

き
よ
か

一
本
松
保
育
所

調
理
員

島
津 

美
子

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
德
永 

一
真

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
査

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
査

　
桑
山 

義
央

消
防
署 
第
2
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

　
山
本  

徹

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
池
田 

海
斗

消
防
署 

第
2
小
隊(
救
急
係)

　
主
事

消
防
署 

第
3
小
隊(

救
急
係)

　
主
事

　
水
尾 

大
輝

消
防
署 

第
3
小
隊(
指
導
係)

　
主
査

消
防
署 

第
2
小
隊(

指
導
係)

　
主
査

　
増
元 

貞
紀

消
防
署 

第
3
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
事

　
土
居 

秀
人

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)
　
主
事

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
成
宮 

拓
洋

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
1
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
梶
原 

健
太

消
防
署 

第
3
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
事

　
山
田 

貴
大

消
防
署 

第
3
小
隊(

救
急
係)

　
主
査

消
防
署 

第
2
小
隊(

消
防
係)

　
主
査

　
矢
野 

孝
一

消
防
署 

通
信
指
令
係(

第
1
小
隊)

　
主
査
　

消
防
署 

第
1
小
隊(

指
導
係)

　
主
査

　
二
神 

朋
也

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
　
看
護
師

国
保
一
本
松
病
院
　
看
護
師

　
中
村 

美
和

水
産
庁
出
向
　
主
事

水
産
課
　
主
事

　
金
増 

拓
郎

【
技
能
労
務
職
】

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

(

兼)

柏
・
家
串
保
育
所

御
荘
保
育
所
　
調
理
員

　
溝
端 

多
惠

長
崎
保
育
所
　
調
理
員

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

(

兼)

長
月
・
長
崎
保
育
所

　
山
木 

淳
也

城
辺
保
育
所
　
調
理
員

(

兼)

長
月
・
長
崎
・
緑
保
育
所

長
崎
保
育
所
　
調
理
員

　
山
田 

須
真
子

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

　
本
多 

弘
美

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
調
理
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
　
調
理
員

　
吉
見 

シ
ヲ
ミ

御
荘
中
学
校
　
用
務
員

城
辺
中
学
校
　
用
務
員

　
猪
野 

可
奈
子

城
辺
中
学
校
　
用
務
員

御
荘
中
学
校
　
用
務
員

　
井
関 

美
佳

船
越
小
学
校
　
用
務
員

福
浦
小
学
校
　
用
務
員

　
河
野 

り
あ

福
浦
小
学
校
　
用
務
員

船
越
小
学
校
　
用
務
員

　
中
野 

愛
弓

写真前列左から

城辺保育所 川村瑞
み ず き

葵

高齢者支援課 村上志
ゆ き こ

子

清水雅
まさふみ

文町長

御荘保育所 岡美
み ゆ き

由紀

国保一本松病院 冨岡さおり

写真後列左から

総務課 鶴川知
と も や

也

町民課 太田伊
い よ

代

防災対策課 梶田公
きみひと

仁

南楽荘 宮﨑法
の り こ

子

建設課 田村直
な お と

登
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中
学
校
教
職
員

新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

内
海
中

県
教
育
委
員
会

　
木
下 

史
生

城
辺
中

内
海
中

　
鈴
木 

文
博

篠
山
中

篠
山
小

　
松
本 

清
隆

県
教
育
委
員
会

城
辺
中

　
宮
本 

裕
司

教
頭
の
部

内
海
中

一
本
松
小

　
幸
田 

健
一

篠
山
中

鬼
北
町
広
見
中

○
藤
原 

泰
幸

宇
和
島
市
城
南
中

久
良
小

　
福
田 

義
也

教
諭
の
部

内
海
中

御
荘
中

　
清
水 

章
洋

内
海
中

城
辺
中

　
高
木 

恭
三

内
海
中

篠
山
中

　
山
本 

景
子

御
荘
中

宇
和
島
市
城
北
中

　
大
西 

由
美

御
荘
中

城
辺
中

　
吉
田
い
づ
み

御
荘
中

篠
山
中

　
成
宮 

佐
恵

城
辺
中

御
荘
中

　
山
岡 

一
孝

城
辺
中

内
海
中

　
吉
本 

和
代

一
本
松
中

御
荘
中

　
橋
本 

智
惠

篠
山
中

内
海
中

　
児
島 

裕
子

篠
山
中

内
海
中

　
岩
﨑 

学

宇
和
島
市
三
間
中

御
荘
中

　
成
宮 

伸
亮

養
護
教
諭
の
部

城
辺
中

東
海
小

　
芝 

佳
代

事
務
職
員
の
部

御
荘
中

宇
和
島
市
三
間
中

　
中
川 

誠

御
荘
中

新
採
用

　
川
添 

紀
尚

退
職
者

内
海
中
教
頭

　
久 

郁
郎

一
本
松
中
教
諭

狩
野 

瑞
穗

御
荘
中
事
務
職
員

凝
地 

和
博

小
学
校
教
職
員

新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

家
串
小

宇
和
島
市
奥
南
小

○
中
川 

裕
輔

柏
小

中
浦
小

　
田
原 

喜
利
惠

中
浦
小

篠
山
中

○
吉
本 

浩

東
海
小

福
浦
小

　
木
原 

要
子

福
浦
小

中
浦
小

○
吉
田 

健
一

宇
和
島
市
二
名
小

家
串
小

　
清
家 

美
津
子

宇
和
島
市
九
島
小

柏
小

　
松
　 

歩

教
頭
の
部

中
浦
小

緑
小

　
山
口 

美
智
子

平
城
小

鬼
北
町
好
藤
小

　
西 

邦
彦

緑
小

僧
都
小

　
中
田 

啓
子

僧
都
小

宇
和
島
市
戸
島
小

　
菅 

登
美

久
良
小

篠
山
小

○
宮
下 

武
浩

一
本
松
小

平
城
小

　
飯
田 
豊
一

鬼
北
町
好
藤
小

平
城
小

○
古
川 
哲
也

主
幹
教
諭
の
部

平
城
小

一
本
松
小

○
上
田 

城
生

教
諭
の
部

家
串
小

東
海
小

　
若
井 

清
美

柏
小

東
海
小

　
エ
ル
マ
ン 

祐
子

柏
小

一
本
松
小

　
尾
﨑 

泉

中
浦
小

平
城
小

　
土
居 

幸
代

平
城
小

宇
和
島
市
住
吉
小

　
岩
﨑 

明
子

平
城
小

宇
和
島
市
二
名
小

　
本
多 

智
子

平
城
小

城
辺
小

　
山
本
真
由
美

平
城
小

篠
山
小

　
尾
﨑 

里
香

城
辺
小

柏
小

　
赤
木 

隆
浩

城
辺
小

中
浦
小

　
清
水 

紀
代

城
辺
小

平
城
小

　
島
内 

里
香

城
辺
小

僧
都
小

　
小
田
原 

眞
司

城
辺
小

僧
都
小

　
増
田 

登
代
子

城
辺
小

東
海
小

　
中
澤 

佳
代

僧
都
小

久
良
小

　
間
口 

志
保

一
本
松
小

宇
和
島
市
畑
地
小

　
原
田 

亮

一
本
松
小

兵
庫
教
育
大
学
附
属
小

　
中
村 

恭
子

福
浦
小

鬼
北
町
三
島
小

　
吉
田 

恵
理

篠
山
小

平
城
小

　
上
田 

由
美
子

篠
山
小

城
辺
小

　
松
岡 

収
二

宇
和
島
市
岩
松
小

柏
小

　
清
水 

紀
子

宇
和
島
市
番
城
小

平
城
小

　
梶
田 

美
保

宇
和
島
市
清
満
小

城
辺
小

　
萩
尾 

司

養
護
教
諭
の
部

城
辺
小

船
越
小

　
田
中 

弥
生

東
海
小

城
辺
小

　
小
田
原 

悦
子

船
越
小

城
辺
中

　
山
本 

佳
奈

事
務
職
員
の
部

平
城
小

篠
山
小

　
兵
頭 

武

城
辺
小

宇
和
島
市
宇
和
海
中

○
船
田 

桂
史
（
事
務
係
長
）

城
辺
小

御
荘
中

　
土
居 

一
暁

城
辺
小

県
立
北
宇
和
高
校

　
吉
良 

祐
一

城
辺
小

新
採
用

　
坂
本 

誉

篠
山
小

城
辺
小

　
松
本 

茂
久

八
幡
浜
市
宮
内
小

平
城
小

○
吉
田 

錦
也
（
事
務
長
）

鬼
北
町
広
見
中

平
城
小

　
松
本 

光
一

宇
和
島
市
明
倫
小

城
辺
小

　
若
下 

仁
三
夫

松
山
市
北
久
米
小

城
辺
小

　
矢
野 

明
日
香

宇
和
島
南
中
等
教
育

城
辺
小

　
大
西 

こ
の
み

教
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
敬
称
略
、
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
）

次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

退
職
者

東
海
小
校
長

中
田 

非
斗
志

平
城
小
教
諭

松
戸 

一
明

長
月
小
教
諭

宮
﨑 

美
奈
子

城
辺
小
教
諭

井
上 

舞
奈



p10広報あいなん

平
成
27
年
　
第
１
回
町
議
会
定
例
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

【議案等表決結果一覧表】

議案番号 件            名 議決の結果等

発議第１号

承認第１号

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

第７号議案

愛南町議会委員会条例の一部改正について

専決処分第6号の承認を求めることについて（損害賠償の和解について）

愛南町行政手続条例の一部改正について

愛南町執行機関の附属機関設置条例の一部改正について

愛南町職員の給与に関する条例の一部改正について

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴う関係

条例の整備に関する条例の制定について

愛南町教育長の勤務時間等に関する条例の制定について

愛南町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について

愛南町教育長の給与及び勤務時間等に関する条例を廃止する条例の制定について

原案可決

原案承認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

第８号議案

第９号議案

第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

第14号議案

第15号議案

第16号議案

第17号議案

第18号議案

第19号議案

第20～27号議案

第28、29号議案

同意第１号

平成26年 請願第７号

第30号議案

第31～38号議案

第39、40号議

第41、42号議

第43号議案

第44、45号議

第46、47号議

第48号議案

第49号議案

第50号議案

発議第２号

愛南町立あいなん幼稚園条例の一部改正について

愛南町立保育所条例の全部を改正する条例の制定について

愛南町保育の実施に関する条例を廃止する条例の制定について

愛南町子ども医療費助成条例の一部改正について

愛南町介護保険条例の一部改正について

介護保険法施行規則等の一部を改正する省令の公布に伴う関

係条例の整備に関する条例の制定について

愛南町御荘霊苑条例の一部改正について

愛南町消防本部及び消防署の設置に関する条例の一部改正について

H26御荘漁港港整備交付金工事請負契約の変更について

H26簡水建第6号 愛南町簡易水道統合整備工事1（緑水源地浅

井戸改修）請負契約について

愛南町消防救急デジタル無線及び高機能消防指令センター総

合整備工事請負契約の変更について

平成26年度愛南町一般会計補正予算（第7号）について

平成26年度愛南町特別会計補正予算について（8件）

平成26年度愛南町事業会計補正予算について（2件）

愛南町監査委員の選任について

手話言語法（仮称）の早期制定を求める請願書

平成27年度愛南町一般会計予算について

平成27年度愛南町特別会計予算について（8件）

平成27年度愛南町事業会計予算について（2件）

愛南町道路線の認定について（2件）

損害賠償の和解について

新たに生じた土地の確認について（2件）

字の区域の変更について（2件）

愛南町新町建設計画の変更について

愛南町新庁舎建設工事請負契約について

城辺社会福祉会館等解体工事請負契約の変更について

「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

採　　択

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

　本議会の審議の結果は次のとおりです。   3/
   6～20
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【一般質問】

7名の議員が一般質問を行いました。

齋藤武俊議員 ①合併の検証と今後の町運営について

渡邊知彦議員 ①愛南町の地域医療について

②愛南町自治基本条例と風力発電事業について

③昨年11月6日行われた愛南漁協御荘支所組合員に対する風力発電の説明

会について

④地域住民の風力発電建設事業の反対署名について

⑤町長の政治姿勢について

宮下一郎議員 ①不法投棄防止対策事業予算について

②廃棄物処理委託事業費予算について

③一般廃棄物処理計画策定事業について

④環境衛生センター管理、運営事業について

草木原由幸議員 ①愛南町をとりまく風力発電事業について

坂口直樹議員 ①地方創生について

②プレミアム商品券について

③高齢化について

④交通安全について

西口 孝議員 ①太陽光発電の推進と設置基準の作成について

②農業振興に関して、特に、農地集約化と飼料米・酒米作付について

原田達也議員 ①農林業における担い手の育成、確保について

②認知症の現状と対策について

【浄化槽整備事業について】
　平成27年1月26日（月）、環境衛生課から産業厚生常
任委員会資料に基づき、机上審査により説明を受け、
取りまとめを行った。
◇調査結果◇
　町営浄化槽整備事業は、長期的に及ぶ事業であり次
世代に大きな課題を残すことのないような運営を望む
ものであり、当該事業契約終了後の設置及び維持管理方針や浄化槽本体の取替等に関する取
扱い事項を早期に明確化すべきと考える。また、目標設置基数の見直しを行っていく上で、PFI
事業者は、目標基数の設置に向けて更なる努力を望む。なお、課題等の検討においては、こ
の事業が合併浄化槽を個々に設置してきれいな環境をつくり、快適な生活ができ町民生活の
向上を図る趣旨であることを再評価された中で進めることが必要と考える。

　平成25年6月定例会において「医師確保に対する調査研究」を目的に特別委員会が設置さ
れ、11回の委員会・視察研修を実施した。その調査研究を行った結果を取りまとめ、3月定
例議会において、次の事項についてその方向性を報告した。
　　① 「愛南町地域医療推進条例（仮称）」の制定
　　② 医療施設の総合的な整備検討
　　③ 地域医療及び救急医療に関する積極的な啓発

産業厚生常任委員会所管事務調査報告

愛南町地域医療を考える特別委員会調査報告
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歳　出
155億7,700万円
（前年度比0.8％増）

（目的別）

民生費
34億6,824万1千円
（22.3％）

総務費
39億6,128万3千円
（25.4％）

衛生費
14億782万7千円
（9.0％）

教育費
13億2,492万4千円
（8.5％）

農林水産業費
14億4,429万9千円
（9.3％）

衛生費
14億782万7千円
（9.0％）

教育費
13億2,492万4千円
（8.5％）

農林水産業費
14億4,429万9千円
（9.3％）

消防費
5億2,653万円
（3.4％）

土木費
5億1,635万1千円
（3.3％）

商工費
2億6,729万1千円
（1.7％）

その他
2億1,506万2千円（1.4％）

公債費
24億4,519万2千円
（15.7％）

歳　入
155億7,700万円
（前年度比0.8％増）

地方交付税
72億7,081万7千円
（46.7％）

町債
28億1,810万円
（18.1％）

国・県支出金
17億5,162万9千円
（11.3％）

 町税
16億5,573万円
（10.6％）

繰入金
5億515万7千円
（3.2％）

分担金及び負担金
2億5,044万7千円
（1.6％）

地方消費税交付金
2億8,400万円
（1.8％）

繰越金
3億円
（1.9％）

諸収入
2億9,186万8千円
（1.9％）

使用料及び手数料
1億8,556万円
（1.2％）

地方譲与税
1億2,130万円
（0.8％）

その他
1億4,239万2千円
（0.8％）

■企画財政課から

町からのお知らせ

平成２７年度の当初予算の概要についてお知らせします

　平成27年度は「安心安全なまちづくり」、「子育て支援と老人福祉の充実」、「地域の活性化の推進」を引
き続き大きな柱としながら、これまで行ってきた合併後10年間の取組を分析・評価し、既存事業の見直
し・廃止など思い切った改革を行います。同時に、限られた財源の中でも新たなニーズに適切に対応で
きるよう、スクラップ（見直し）・アンド・ビルド（立案）、選択と集中の観点から、本町において真に必
要な施策や事業を再考し、地域の活性化や住民福祉の向上のため主体的な取組を実施していくという考
え方のもと予算編成を行いました。

その他の内訳

利子割交付金 560万円

配当割交付金 610万円

株式等譲渡所得割
交付金

340万円

自動車取得税交付金 1,440万円

地方特例交付金 320万円

交通安全対策特別
交付金

239万円

財産収入 3,230万2千円

寄附金 7,500万円

その他の内訳

議会費 9,853万1千円

災害復旧費 994万4千円

諸支出金 8,658万7千円

予備費 2,000万円

1　平成２７年度一般会計当初予算

（2）歳出の内訳

（1）歳入の内訳
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歳　出
155億7,700万円
（性質別）

人件費
31億2,025万円
（20.0％）

物件費
23億5,706万円
（15.1％）

普通建設事業費
30億6,790万円
（19.7％）

繰出金
14億8,233万円
（9.5％）

扶助費
12億3,152万円
（7.9％）

普通建設事業費
30億6,790万円
（19.7％）

補助費等
16億2,898万5千円
（10.5％）

補助費等
16億2,898万5千円
（10.5％）

その他
2億4,376万3千円
（1.6％）

公債費
24億4,519万2千円
（15.7％）

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額3,539万6千円は、過年度分損益勘定留保資金3,539
万6千円で補填する。

その他の内訳

維持補修費 8,404万4千円

積立金 8,641万円

投資及び出資金 2,481万5千円

貸付金 1,855万円

災害復旧事業費 994万4千円

予備費 2,000万円

3　企業会計当初予算
（１）上水道事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業収益 5億4,690万円 1,730万円の減

資本的収入 1億2,731万6千円 4,477万2千円の増

計 6億7,421万6千円 2,747万2千円の増

（２）病院事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業収益 6億6,300万円 650万円の減

資本的収入 0 275万円の減

計 6億6,300万円 925万円の減

2　特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ４１億９,８００万円 ３億８,２００万円の増

後期高齢者医療特別会計 ２億８,０９０万円 ２２０万円の減

介護保険特別会計 ３１億３,０００万円 ４,２００万円の増

簡易水道特別会計 ２億８,８３０万円 ２,４５０万円の増

小規模下水道特別会計 １億２,９００万円 １,３００万円の減

浄化槽整備事業特別会計 １億６,２００万円 ３００万円の減

温泉事業等特別会計 ７,５８０万円 １７０万円の増

旅客船特別会計 ２,５７０万円 ０

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業費用 5億4,690万円 1,730万円の減

資本的支出 3億2,409万2千円 3,366万5千円の増

計 8億7,099万2千円 1,636万5千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億9,677万6千円は、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額1,382万3千円及び当年度分損益勘定留保資金1億8,295万3千円で補填する。

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業費用 6億6,300万円 650万円の減

資本的支出 3,539万6千円 380万6千円の増

計 6億9,839万6千円 269万4千円の減

構成比は、四捨五入により算出し

ているため、合計が100%になら

ない場合があります。
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愛南ゴールドの生育状況や味を確かめる謝社長

新
消
防
庁
舎
の
住
所
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

愛
南
ブ
ラ
ン
ド
の
海
外
進
出
に
む
け
て
！

　
〜
「
裕
毛
屋
」
社
長
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
〜

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
次
世
代
型
水
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
が

地
域
情
報
化
大
賞
奨
励
賞
を
受
賞

■
水
産
課
か
ら

清水雅
まさ

文
ふみ

町長に受賞の報告を行った関係者。

写真前列左から浦﨑慎
しん

太
た

郎
ろう

係長（水産課）、清水町長、

清水園
その

子
こ

准教授(愛媛大学南予水産研究センター（南

水研））、後列左から吉原勇
ゆう

作
さく

主事（水産課）、垣本一
かず

真
ま

さん（愛南漁協）、太田耕
こう

平
へい

准教授（南水研)

　
４
月
16
日
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

た
新
し
い
町
消
防
庁
舎
の
住
所
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

郵
便
番
号
　
７
９
８
―

４
３
４
１

住
所
　
愛
南
町
蓮
乗
寺
４
７
３
番
地

※
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
愛
南
町
消
防
本
部 

℡
７
２
―

０
１
１
９

　
台
湾
の
台
中
地
域
で
高
級
ス
ー

パ
ー
「
裕ゆ

う

毛も

屋
」
を
経
営
す
る
㈱
裕ゆ

う

源げ
ん（
神
奈
川
県
厚
木
市
）の
謝し

ゃ

明め
い

達た
つ

社

長
ほ
か
３
名
が
、
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の

栽
培
状
況
を
視
察
す
る
た
め
来
町
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
来
町
は
、
県
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
課
が
進
め
る
「
愛
媛
県
の
台
湾
へ

の
か
ん
き
つ
Ｐ
Ｒ
強
化
事
業
」
の
一

環
で
実
現
し
た
も
の
で
、
当
日
、
謝

明
達
社
長
は
酒
井
農
園（
御
荘
長
月
）

の
園
地
を
視
察
さ
れ
、
愛
南
ゴ
ー
ル

ド
の
生
育
状
況
や
味
、
栽
培
方
法
等

に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
糖
度
を
上
げ
る
た
め
に

土
壌
改
良
の
必
要
性
を
提
案
さ
れ
た

ほ
か
、
高
値
で
取
引
き
さ
れ
て
い

る
オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
し
て
は
ど
う

　
町
が
構
築
し
、
赤
潮
に
よ
る
魚
類

被
害
の
回
避
な
ど
に
利
活
用
し
て
い

る
「
次
世
代
型
水
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
」
が
、
総
務
省
主
催
の

「
地
域
情
報
化
大
賞
」
の
奨
励

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
愛
媛
大
学

や
愛
南
漁
協
な
ど
と
連
携
し
て

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

も
の
で
、
町
内
の
海
水
温
や
海

水
中
の
酸
素
濃
度
な
ど
の
環
境

情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
常
時
確
認
で
き
る
「
水
域
情

報
可
視
化
シ
ス
テ
ム
」
や
、電
子

カ
ル
テ
導
入
に
よ
り
養
殖
魚
の

病
気
診
断
情
報
を
有
効
活
用
で

き
る
「
魚
健
康
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
」
な
ど
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
で
は
、水
域
情
報
の
共

有
に
よ
り
赤
潮
被
害
や
魚
病
被
害
を

軽
減
さ
せ
る
こ
と
で
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
養
殖
漁
業
の
生
産
性
の
向

上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

か
と
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
久
良
地
区
に
あ
る
キ
ョ

ク
ヨ
ー
マ
リ
ン
愛
媛
の
「
養
殖
マ
グ

ロ
」
に
つ
い
て
も
、
成
育
状
況
等
の

視
察
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
県
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
を

通
じ
て
、「
裕
毛
屋
」
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
に
向
け
た
取
組
を
検

討
す
る
ほ
か
、
生
産
農
家
へ
の
説
明

や
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
次
年
度
以
降
の
輸
出
体
制

を
構
築
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 4/
    2
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ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

交通制限区間 交通制限時間 交通制限内容

13：00～16：30 車両全面通行止め

13：50～17：20 車両全面通行止め

13：50～17：20 車両片側交互通行

　
「
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が
開
催

さ
れ
る
６
月
６
日（
土
）の
午
後

は
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制
が

か
か
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
車
両
全
面
通
行
止
め
】

①
県
道
34
号（
平
城
高
茂
岬
線
）

〜
町
道
越
田
船
越
山
線
〜
町
道

久
良
船
越
線

※
コ
ー
ス
図
の
赤
区
間

②
船
越
、
久
家
地
区
の
町
道

※
コ
ー
ス
図
の
黄
区
間

【
車
両
片
側
交
互
通
行
】 

③
県
道
34
号
（
鹿
島
渡
し
バ
ス

停
付
近
）

※
コ
ー
ス
図
の
緑
区
間

規
制
時
間

①
13
時
〜
16
時
30
分

②
13
時
50
分
〜
17
時
20
分

③
13
時
50
分
〜
17
時
20
分

※
詳
し
く
は
、大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://a
in
a
n
tria
th
lo
n
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

愛
南
町
い
や
し
の
郷

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　
愛
南
町
特
産
品
を
県
内
外
に
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
５
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
四
国
一

の
水
揚
げ
量
を
誇
る
カ
ツ
オ
が
特
価

で
即
売
さ
れ
る
ほ
か
、
マ
グ
ロ
、
ヒ

オ
ウ
ギ
貝
の
浜
焼
き
な
ど
の
海
の
幸

に
加
え
、
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
（
品
種
名

：

河
内
晩
柑
）

や
新
鮮
野
菜
な
ど
、
山
の
味
覚
も
多

数
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
愛
の

葉
ガ
ー
ル
ズ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
餅
ま
き
な

ど
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
多
数
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
24
日（
日
） 

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

　
　
　（
雨
天
決
行)

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
駐
車
場

　
　
　（
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
横
）

問
合
せ  

　
愛
南
び
や
び
や
祭
り

　
実
行
委
員
会
事
務
局

   (

商
工
観
光
課
内)

 

℡
７
２
―

７
３
１
５
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愛
南
町
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

■
保
健
福
祉
課
か
ら

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

　
愛
南
町
で
毎
年
作
成
し
て
い
る
「
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」
に
は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検

診
、
乳
幼
児
健
診
や
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
な

ど
の
健
康
に
関
す
る
事
業
の
日
程
の
ほ
か
、

健
康
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
に
は
４
月
に
お
配
り
し
て
い
ま
す

が
、
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

住宅名称及び所在地 構造 間取り 月額家賃 駐車場
地デジ
受信

公
　
営
　
住
　
宅

三島団地1号棟（4階1号室）

城辺乙669番地  

RC造4階建

（築41年）

3DK

53.9㎡

8,200円～

12,200円
有 ◯

三島団地3号棟（2階6号室）

城辺乙669番地

RC造3階建

（築40年）

3DK

55.3㎡

8,600円～

12,800円
有 ◯

中浦団地（101号室）、（107号室）

中浦1677番地1

RC造3階建

（築37年）

3DK

56.3㎡

9,100円～

13,600円
有 ◯

西部住宅（5号室）

一本松90番地

木造2階建

（築25年）

3DK

76.6㎡

15,500円～

23,200円
有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。

特
定
公
共

賃
貸
住
宅

脇田団地Ａ棟（1階3号室）

柏369番地

RC造3階建

（築19年）

3LDK

89.05㎡
38,000円 有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要（
上
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間

　
５
月
12
日（
火
）〜
21
日（
木
）

入
居
者
資
格

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
）

①
住
宅
に
お
困
り
で
、
町
内
に
居
住
を
希

望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て
申
込

資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
は
公
営
住
宅

へ
の
入
居
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

を
い
い
ま
す
。

④
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

【
公
営
住
宅
】
15
万
８
千
円
以
下
の
方

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　
15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　
〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
み

　
各
団
地
（
住
宅
）
ご
と
で
の
申
込
み
と
な

り
、
財
産
管
理
課
又
は
各
支
所
で
入
居
の

申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０
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漏
水
チ
ェ
ッ
ク
で
節
水
し
ま
し
ょ
う

■
水
道
課
か
ら

国民健康保険税の算定方法が変わります
■税務課から

パイロット                

　
簡
単
な
点
検
で
、
漏
水
の
早
期
発
見
や
水
の
無
駄

使
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
や
水
道
代
の
節

約
の
た
め
に
も
、
定
期
的
な
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を
お
勧

め
し
ま
す
。

◆
漏
水
は
ど
う
や
っ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

　
す
べ
て
の
蛇

口
を
閉
め
て
、

水
道
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
写
真
参
照
）が

動
い
て
い
な
い

か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
少
し

で
も
回
っ
て
い

れ
ば
漏
水
の
可

能
性
が
あ
り
ま

す
。

◆
漏
水
修
理
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か

　
愛
南
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定
事
業

者
）
に
連
絡
し
、
漏
水
調
査
・
修
理
を
し
て
く
だ
さ

い
。
調
査
や
工
事
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

　
指
定
事
業
者
に
よ
る
宅
内
漏
水
修
理
完
了
後
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
水
道
料
金
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
指
定
事
業
者
や
減
免
申
請
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

　平成27年度の国の国民健康保険に係る税制改正により、新たに、賦課限度額の引上げと、軽
減措置の対象範囲の拡大が実施されます。
　これにより、賦課限度額の基礎課税額を51万円から52万円に、後期高齢者支援金分を16万
円から17万円に、介護保険分を14万円から16万円に引き上げます。また、低所得者の負担軽
減のため、国民健康保険税の5割軽減及び2割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の引上げ等
を行います。

◆保険税の賦課限度額の引上げ

医療分 後期高齢者支援金分 介護保険分

現　在 51万円 16万円 14万円

改正後 52万円（1万円増） 17万円（1万円増） 16万円（2万円増）

◆低所得者に係る保険税軽減の拡充
5割軽減

基準となる所得金額

現　在 世帯主と加入者の合計所得が33万円　＋　（24万5千円×加入者数）以下

改正後 世帯主と加入者の合計所得が33万円　＋　（26万円×加入者数）以下

例）夫婦2人、子供1人で夫の給与収入のみの場合（3人世帯）
　　→ 収入約178万円以下を収入約184万円以下に拡充

2割軽減

基準となる所得金額

現　在 世帯主と加入者の合計所得が33万円　＋　（45万円×加入者数）以下

改正後 世帯主と加入者の合計所得が33万円　＋　（47万円×加入者数）以下

例）夫婦2人、子供1人で夫の給与収入のみの場合（3人世帯）
　　　→ 収入約266万円以下を収入約274万円以下に拡充

問合せ 　税務課 ℡７２ ―７３０１
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－65歳以上の方にお知らせします－

平成27年度から介護保険料が変わります

■税務課から

【平成27～29年度介護保険料率と年間保険料】

区　分
保険料率

（基準額に対
する割合）

第6期保険料
年額

（H27～H29）

第１段階

・生活保護を受けている方
・住民税非課税世帯で老齢福祉年金を受けてい
る方又は前年の合計所得金額＋課税年金収入額
が80万円以下の方

0.45
（0.5）※1

32,900円
（36,600円）※1

第２段階
・住民税非課税世帯で前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が80万円超120万円以下の方

0.75 54,900円

第３段階
・住民税非課税世帯で第1段階・第2段階に該当
しない方

0.75 54,900円

第４段階
・住民税課税世帯で住民税本人非課税の方（前年
の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下
の方）

0.9 65,900円

第５段階
【基準額】

・住民税課税世帯で住民税本人非課税の方（第4
段階以外の方）

1.0 73,200円

第６段階
・住民税本人課税で前年の合計所得金額が120万
円未満の方

1.2 87,800円

第７段階
・住民税本人課税で前年の合計所得金額が120万
円以上190万円未満の方

1.3 95,200円

第８段階
・住民税本人課税で前年の合計所得金額が190万
円以上290万円未満の方

1.5 109,800円

第９段階
・住民税本人課税で前年の合計所得金額が290万
円以上の方

1.7 124,400円

・第6期事業計画（平成27～29年度）に必要な費用を賄うために、新たに保険料を算定しました。

・保険料の徴収方法が特別徴収（年金からの天引き）の方は、段階が同じでも、8月から改定された保険料に調整

されます。

・平成29年度の介護保険料（第1段階～第3段階）は、消費税が10%に増税された場合、公費により軽減されます。

・第1段階の方は、公費により保険料が軽減されます。※1は軽減前保険料（率）

健全な介護保険制度の運営のため、保険料の納付にご協力ください。

　介護保険は40歳以上の方が加入者となり、介護保険料を納める制度です。65歳以上の方(第1
号被保険者)の保険料額は、市町村のサービス提供状況などによって決まり、その額は3年ごと
に見直しされます。

問合せ 　【制度や介護サービスについて】高齢者支援課 ℡７２ ―７３２５
　　　　【介護保険料の納付について】税務課 ℡７２ ―７３０１
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士が相談をお

受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　５月１２日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　５月２０日（水）14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

「
柑
橘
収
穫
＆
生
搾
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

こ
れ
は
お
ト
ク
！
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
商
工
観
光
課
か
ら

愛
南
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
公
表
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、
「
柑
橘
収
穫
・
生

搾
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
今
が
旬
の
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
収

穫
・
生
搾
り
を
み
ん
な
で
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
30
日（
土
） 

　
　
　
10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
緑
地
区

定
員
　
10
名
以
上（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
締
切
日
　
５
月
25
日（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ 
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
℡
７
２
―

７
３
１
１

　
愛
南
町
で
は
、
町
商
工
会
が
実
施

主
体
と
な
り
、
２
種
類
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

商
品
券
の
名
称

①
愛
顔
の
え
ひ
め
商
品
券

②
な
ー
し
く
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

【
内
容
】

　
ど
ち
ら
も
１
０
，
０
０
０
円
で

１
２
，
０
０
０
円
分
（
１
，
０
０
０
円

券
×
12
枚
）
の
商
品
券
が
購
入
で
き

ま
す
。
①
は
県
内
全
域
で
使
用
で
き

る
も
の
が
６
枚
と
町
内
限
定
が
６

枚
、
②
は
町
内
限
定
が
12
枚
で
す
。

購
入
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
町
商
工

会
に
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
ど
ち
ら
も
１
人
３
セ
ッ

ト
ま
で
と
し
ま
す
。

申
込
期
間

　
５
月
25
日（
月
）〜
６
月
10
日（
水
）

販
売
期
間

　
７
月
１
日（
水
）〜
７
月
15
日（
水
）

使
用
期
間

　
７
月
１
日（
水
）〜
11
月
30
日（
月
）

　（
５
か
月
間
）

　
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

①
愛
顔
の
え
ひ
め
商
品
券
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

 

℡
０
１
２
０
―

１
０
１
―

１
０
４

②
愛
南
町
商
工
会 

℡
７
３
―

０
７
０
０

　
愛
南
町
で
は
、
地
域
の
公
共
交

通
機
関
に
よ
っ
て
誰
も
が
移
動
で

き
る
町
を
め
ざ
し
、
高
齢
者
や
子

供
な
ど
、
マ
イ
カ
ー
を
利
用
で
き
な

い
方
々
の
通
院
、
買
い
物
な
ど
の
日

常
生
活
を
支
え
る
交
通
手
段
と
し

て
、
バ
ス
交
通
を
主
体
と
し
た
地
域

公
共
交
通
の
充
実
に
よ
る
移
動
手
段

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
の
バ
ス
交
通
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
を
連
絡
す
る
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通
網
の
形
成

に
努
め
る
た
め
、
「
愛
南
町
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
同
計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ 

総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１
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６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

■
水
道
課
か
ら

エ
フ
エ
ム
愛
媛
ラ
ジ
オ

中
継
局
が
開
局
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

城辺浄水場                

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

■
町
民
課
か
ら

　
「
カ
ラ
カ
ラ
で
　
蛇
口
に
飛
び
込

む
　
僕
の
口
」

　
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
水
道

水
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
水
道
事

業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
「
水
道
週

間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
浄
水
場
見
学
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
が

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
６
月
１
日（
月
）

　
　
　
　
〜
５
日（
金
） 

10
時
〜
15
時

場
所
　
城
辺
浄
水
場

問
合
せ  

　
水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

　
城
辺
浄
水
場 

℡
７
２
―

０
２
１
２

　
６
月
１
日
、
エ
フ
エ
ム
愛
媛
ラ
ジ

オ
中
継
局
が
愛
南
町
中
浦
の
山
頂
に

開
局
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
町

の
約
80
％
の
世
帯
で
Ｆ
Ｍ
愛
媛(

ラ

ジ
オ
放
送)

が
聴
取
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
周
波
数
は
78
・
８
Ｍ
Hz

で
す
。

問
合
せ 

総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出

は
加
入
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
被

保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

に
も
必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き（
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
。）

　
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

印
鑑
（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要)

を

持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
退
職
し
た
と
き（
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
加
入
者
の
場
合
）

　
第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。
印
鑑（
本
人
自

署
の
場
合
は
不
要
）
と
年
金
手
帳
、

退
職
の
日
が
わ
か
る
資
料
を
持
参
し

て
、
住
所
地
の
市
町
村
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、

配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
へ
異
動
と
な
り
ま
す
。
印
鑑

（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）
と
年
金

手
帳
、
配
偶
者
の
退
職
日
が
わ
か
る

資
料
を
持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町

村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

軽

自

動

車

税

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
５
月
19
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
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8
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周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68か所

まずは相談を
開発には事前の届出が必要です

　
現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68

か
所（
平
成
27
年
４
月
現
在
）あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事
な

ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、
最

低
60
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
県
か

ら
の
指
示
が
で
る
ま
で
工
事
に
取
り

掛
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
規
模
の

大
小
に
関
係
な
く
、
お
早
め
に
生
涯

学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は

　
貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断

で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文

書
、
古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
土
地
の
中
に

文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら
れ
て
い

る
土
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
開
発
行
為
と
は

　
単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛

土
や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的

に
遺
跡(

埋
蔵
文
化
財)

の
状
況
を
変

化
さ
せ
た
り
、
事
後
の
調
査
を
不
可
能
に

す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
不
明
な
と
き
は
（
ま
ず
は
相
談
を
）

　
ご
自
身
の
所
有
す
る
土
地
が
、
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
か
ど
う
か
不

明
な
場
合
は
生
涯
学
習
課
で
確
認
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

御荘地域
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

内海地域
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

一本松地域
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡

35
増田・

猿越城跡
広見

36
広見

札掛遺跡
37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

西海地域
40 小浦 小浦墓地

通番号所在地 包蔵地名

城辺地域
41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 樫床 太場遺跡
46 緑当時 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50 城辺甲 久保遺跡
51 鳥越 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56
城辺甲

常盤城跡
57 大森城跡
58 久保 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61 長野 不老の砦跡
62 下長野 一夜城跡
63

緑
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 豊田 御荘焼豊田窯跡
66
天嶬鼻

高野長英築造の台場跡
67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 樫床 ホリキリ
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あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

検
定
満
期
の
水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
水
道
課
か
ら

無料で
取り替えます。

「
難
病
医
療
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す

宇
和
島
保
健
所
か
ら

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
宇
和
島
市
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
か
ら

　
各
ご
家
庭
に
設
置
し
て
あ
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ

り
有
効
期
限
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
水
道
課
で
は
、
８
年
の
有
効
期
限

が
切
れ
る
前
に
水
道
メ
ー
タ
ー(
量
水

器)

の
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
量
水
器
の
取
り
替
え
に
費
用
は
か

か
り
ま
す
か
？

　
無
料
で
す
。

◆
量
水
器
の
取
替
方
法
は
？

  

量
水
器
の
取
替
作
業
は
、
水
道
課

が
委
託
し
た
工
事
事
業
者
が
行
い
ま

す
。
有
効
期
限
の
近
づ
い
た
量
水
器

が
設
置
さ
れ
て
い
る
水
道
使
用
者
の

皆
様
の
お
宅
を
工
事
事
業
者
が
直
接

訪
問
し
、
量
水
器
の
取
り
替
え
を
行

い
ま
す
。

・
作
業
時
間
は
10
分
か
ら
20
分
程
度

で
す
。

・
取
替
作
業
中
は
、
一
時
的
に
水
の

使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
量
水
器
取
替
時
の
お
願
い
】

  

取
り
替
え
の
際
は
、
水
道
使
用
者

の
皆
様
の
敷
地
内
に
工
事
事
業
者
が

立
ち
入
り
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

  

量
水
器
の
取
り
替
え
に
際
し
て
お

客
様
の
立
会
い
は
原
則
不
要
で
す

が
、
量
水
器
が
車
の
下
に
あ
る
場
合

な
ど
は
立
会
い
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

  
量
水
器
取
替
後
、
一
時
的
に
濁
り

水
や
空
気
（
細
か
い
気
泡
）
に
よ
る
白

い
水
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
蛇

口
か
ら
少
し
水
を
流
し
て
か
ら
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

水
道
課 
℡
７
２
―

０
８
３
５

　
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
新
た
な
難
病
の
医
療
費
助
成
制
度
が
は
じ

ま
り
、
対
象
疾
患
が
56
疾
病
か
ら
１
１
０
疾
病
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
夏
に
は
約
３
０
０
疾
病
に
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
難
病
の
方
の
療
養
生
活
等
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
15
時
〜
16
時
30
分

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局 

１
階
）

内
容
　
面
接
相
談 

担
当
者
　
保
健
師
（
必
要
に
応
じ
、
保
健
所
医
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
等
が
対
応
し
ま
す
。）

問
合
せ

  

宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
２
６
０
）

お知らせ

　
集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
回
し
打
ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
被
害
に
関
し
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
い
等
の
救
済
を
受
け
る

た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
16
日（
土
）　
14
時
〜

場
所
　
宇
和
島
商
工
会
議
所

問
合
せ

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
広
島
弁
護
団
事
務
局

 

℡
０
８
２
―

２
２
３
―

６
５
８
９

お知らせ
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県
職
員
を
募
集
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

初
診
で
紹
介
状
を
持
た
な
い
患
者
様
の

ご
負
担
額
を
変
更
し
ま
す

市
立
宇
和
島
病
院
か
ら

６
月
１
日
〜
７
日
は

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
で
す

宇
和
島
保
健
所
か
ら

「
女
性
の
一
般
健
康
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

宇
和
島
保
健
所
か
ら

　
愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

第
１
次
試
験
　
６
月
28
日（
日
） 

　
　
　
　
　
　
※
松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受
験
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
者
を
対
象
と
し
た

新
た
な
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
愛
媛
県
職
員
採
用
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務
局 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
８
２
６

お知らせ

　
平
成
８
年
４
月
の
健
康
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
ほ
か
の
医
療
機
関
か

ら
の
紹
介
状
を
持
た
ず
に
受
診
を
希
望
さ
れ
る
患
者
様
に
対
し
て
は
、

「
患
者
の
自
己
の
選
択
に
よ
る
受
診
」
と
し
て
通
常
の
医
療
費
の
ほ
か

に
「
初
診
に
か
か
る
特
別
の
料
金
」
と
し
て
４
０
０
円（
税
抜
き
）を
ご

負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
周
辺
医
療
機
関
と
の
機
能
分
化
を

よ
り
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
７
月
１
日（
水
）か
ら
同
負

担
額
を
１
，０
０
０
円（
税
抜
き
）に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
初
診
で
紹
介
状
を
持
た
ず
当
院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
様
に
は
ご
負
担

を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
℡
０
８
９
５
―

２
５
―

１
１
１
１

お知らせ

　
愛
媛
県
で
は
、
広
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
体
制
の
浸
透
、
普
及
を
図

る
た
め
、
６
月
１
日
〜
７
日
を
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合

は
検
査
後
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
２
日（
火
）　

　
　
　
17
時
〜
19
時
30
分（
予
約
不
要
）

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局 

１
階
）

※
通
常
の
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
は
、
毎
週
火
曜
日（
10
〜
11
時
受
付
）に

宇
和
島
保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
８
―

６
１
０
７

お知らせ

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
の
女
性
を
対
象

に
、
心
と
身
体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
１
火
曜
日 

　
　
　
13
時
〜
15
時（
祝
日
の
場
合
は
第
２
火
曜
日
）

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局 

１
階
）

内
容
　
面
接
相
談

　
　
　（
電
話
相
談
は
随
時（
平
日
９
時
〜
17
時
）受
け
付
け
ま
す
。）

担
当
者
　
保
健
師
（
必
要
に
応
じ
、
保
健
所
医
師
又
は
栄
養
士
が
対
応

し
ま
す
。）

問
合
せ

  

宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
２
６
０
）

お知らせ
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４
月
に
赴
任
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

【
内
科
　
相あ

い

引び
き

利と
し

彦ひ
こ

医
師
】

　
４
月
ま
で
は
愛
媛
県
立
中
央
病
院
で
消

化
器
内
科
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
愛
南
町
に
参
り
ま
し
た

が
、
早
く
愛
南
町
に
慣
れ
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
ま
た
、
自
分
自
身
が
内

科
医
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
整
形
外
科
　
中な
か

村む
ら

篤あ
つ

志し

医
師
】

　
４
月
か
ら
整
形
外
科
医
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。
７
年
前
に
１
年
間
南
宇
和
病
院

で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
生
ま

れ
た
長
女
が
、
今
年
、
城
辺
小
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
時
間
が

た
っ
た
印
象
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
誕

生
し
た
２
人
の
子
供
も
含
め
、
家
族
総
出

で
愛
南
町
民
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を
モ
ッ
ト
ー
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
内
科
　
渡わ
た

部な
べ

洋よ
う

輔す
け

医
師
】

　
初
期
研
修
終
了
後
、
自
治
医
大
の
派
遣

と
し
て
西
予
市
立
宇
和
病
院
で
１
年
間
、

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
で
２
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
４
月
か
ら
南
宇
和
病
院

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
、平
城
小
学
校
に
通
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、約
20
年
ぶ
り
に
愛
南

町
に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
馴
染
み
の
あ
る
こ
の
地
域
で
、
医
療
者

と
し
て
少
し
で
も
愛
南
町
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
内
科
　
二に
の
み
や宮

怜さ

と

こ子
医
師
】

　
４
月
ま
で
は
愛
媛
県
立
中
央
病
院
で
神

経
内
科
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
短
期
間
で
し
た
が
南
宇

和
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
愛
南
町
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

愛
媛
県
か
ら

花
菖
蒲
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

南
楽
園
か
ら

守
る
会
に
入
会
し
、げ
ん
き
市
に
参
加
し
て

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

3月15日（日）、げんき市の1コマ

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）で
す
。

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義
人
の
方
に
そ
の
年
度
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機

関
又
は
地
方
局
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払

い
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
南
予
地
方
局 

税
務
課 

℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

２
５
０
２

お知らせ

　
南
楽
園
の
「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」
で
は
、

３
万
株
約
25
万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
競

い
、
初
夏
の
庭
園
を
彩
り
ま
す
。
５
月
30

日（
土
）〜
６
月
７
日（
日
）は
夜
間
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
土
、
日
曜

日
に
は
お
茶
会
な
ど
の
催
し
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
　
５
月
23
日（
土
）〜
６
月
７
日（
日
）

開
園
時
間
　
９
時
〜
17
時

料
金
　
大
人
３
０
０
円

　
　
　
小
人
１
５
０
円

問
合
せ

　
南
楽
園 

℡  
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４

お知らせ

　
昨
年
、
県
外
か
ら
愛
南
町
に
移

住
し
て
、
友
人
の
誘
い
で
親
子
で

こ
ぶ
た
の
広
場
に
遊
び
に
い
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
あ

い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
の
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
地
域

医
療
の
講
演
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作

り
に
参
加
し
、
今
回
初
め
て
げ
ん

き
市
に
参
加
し
ま
し
た
。
げ
ん
き

市
に
参
加
し
ま
す
、
と
言
っ
た
も

の
の
、
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な

の
か
も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
愛
南
町
に
移
住
し
て
、
こ

の
町
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
関
わ

り
が
持
て
る
と
思
い
参
加
を
決
め

ま
し
た
。

　
守
る
会
の
会
員
数
は
多
い
の

で
、
げ
ん
き
市
で
初
め
て
会
う
会

員
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

初
め
て
会
う
人
た
ち
と
一
緒
に
準

備
を
し
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
を
販

売
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
コ
ー

ナ
ー
も
担
当
す
る
の
は
大
変
な
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
を
中
心
に
皆

さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し

合
い
、
連
携
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
初
め
て
会
う
私
に
も

守
る
会
の
人
た
ち
は
と
て
も
親
切

で
、
こ
れ
ま
で
の
げ
ん
き
市
の
こ

と
、
隣
や
向
か
い
の
テ
ン
ト
で
販

売
し
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
、
た

く
さ
ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
自
身
消
極
的
な
方
な
の
で
、

き
っ
と
守
る
会
に
入
会
し
て
い
な

か
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
来
年
も
、
ぜ
ひ
と
も
守
る
会

の
会
員
と
し
て
げ
ん
き
市
に
参
加

し
、
今
回
よ
り
も
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
と
つ
な
が
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身

が
げ
ん
き
市
を
少
し
で
も
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で

す
。（
守
る
会
会
員
Ｉ
）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
を

実
施
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

A rose

「
知
事
と
み
ん
な
の
愛え

顔が
お

で
ト
ー
ク
」
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

愛
媛
県
か
ら

　
愛
媛
県
で
は
、
年
間
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

い
人
を
応
援
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
」
を
実

施
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、「
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト（h

ttp
://n
v
.p
ref.eh

im
e.

jp

）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
県
庁 

男
女
参
画
・
県
民
協
働
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
０
５

お知らせ

－あいなん音故地新－
　“A rose is a rose is a rose（ア ローズ イズ ア ローズ イズ ア ローズ）”。

　みなさん、耳にしたことはありますか？直訳すると薔薇は薔薇であり薔薇だ。…なんの

こっちゃわからんね、笑。実はこんな意味がある。“薔薇は薔薇であるからこそ薔薇の価

値がある”。あなたはあなたであるからこそあなたの価値がある、ということ。

　小学校から中学校、中学校から高校、大学、社会。年を重ねるのに比例して世界は広が

る。小学校でかけっこが一番やったけど中学校にあがったらもっと速く走れる子がいた。

高校ではサッカーのレギュラーやったけど、大学ではベンチ入りすらできん。そんなこと

もあるやろう。悔しくて負けたくなくて頑張る。そこ

に意味がある。人と比べると悩みが増える。自分を大

切にしてないと苦しくなる。これを読んで今、ピンと

こなくても何かのときに助けてくれるかもしれん、こ

の言葉。“A rose is a ～”どうぞ頭の片隅に。

（テノヒラkiku）

　
愛
媛
県
で
は
、
知
事
が
地
域
に
出
か
け
て
地
域
住
民
と
気
軽
に
意
見

交
換
を
行
い
、
地
域
の
意
見
・
要
望
を
把
握
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
県

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、「
知
事
と
み
ん
な
の
愛え

顔が
お

で
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
会
議
で
は
、「
愛え

顔が
お

あ
ふ
れ
る
愛
媛
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
中
村
時と

き

広ひ
ろ

知
事
が
地
域
の
皆
様
方
に
直
接
お
話
し
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
会
場
は
愛
南
町
で
す
。
傍
聴
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
者
は
、
原
則
と
し
て
意
見
交
換
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
８
日（
月
）　
14
時
30
分
〜
17
時

会
場
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
　
２
階
大
研
修
室

定
員
　
50
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
南
予
地
方
局 

地
域
政
策
課 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

お知らせ
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

10:00 ～ 11:30

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

14 日（木）、28 日（木）      13:00 ～ 15:00
その他の曜日はお問い合わせください。

城辺保育所 きりん組

長月保育所

5 月の子育てサポートご案内

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

城辺保育所 らいおん組

21 日 ( 木 )

12 日（火） 『おはなし会』     10:30 ～ 11:30

15 日 ( 金 )、25 日 ( 月 ) は御荘夢創
造館で行います。
13 日 ( 水 ) は育児講座 ( 親子ヨガ教
室 ) を行います。

19日（火） 『ベビーマッサージ交流』
                        10:30 ～ 11:30

対象 : 乳児親子 &妊婦 (※要予約 )

食育シアター・魚食

15日（金） 『こぶた農園 : 野菜を植えよう』
野菜作り体験を一緒にしま
せんか ?
年間こぶた農園参加親子を
募集中 ( 限定 8組 )



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※6月の引取日は、3日、10日、
17日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

西本病院
御荘平城 TEL73-2121
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（6月の収集は2日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（6月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（6月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（6月の収集は26日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（6月の収集は12日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●上大道集会所　8：00～10：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●節崎コミュニティセンター　
　 9：30～10：30、13：30～14：30

胃がん検診
●中浦漁村振興センター
　8：30～10：30

胃がん検診
●広見コミュニティーセンター
　8：00～11：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●満倉集会所　13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●広見コミュニティーセンター
　 8：00～11：00、13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●中浦漁村振興センター
　 8：00～10：30、13：30～14：30

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

６月の主な行事予定
  4日（木）

  6日（土）

10日（水）

11日（木）

14日（日）

16日（火）

17日（水）

9：00～16：00

13：00～17：30

13：00～15：00

9：00～16：00

9：00～15：00

8：30～16：30

13：00～15：30

消費生活相談員相談日

第4回愛南町いやしの郷トライアスロン大会

行政相談

消費生活相談員相談日

第10回 グリーンカップ

　　 9人制女子バレーボール大会

第67回 南宇和郡中学校総合体育大会（第2部）

若者しごと相談会

御荘支所2階

西海地域

城の辺学習館ほか

御荘支所2階

一本松交流促進センター

南レク城辺多目的広場ほか

御荘支所2階

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

第13回 西瀬戸グラウンド・
ゴルフ交流大会
●南レク城辺球場
　9：20～15：00

第67回 南宇和郡
中学校総合体育大会 
●南レク城辺球場ほか
  8：30～17：00

第34回 四国西南地区
少年軟式野球大会
●南レク城辺球場ほか
　9：00～17：00

第13回 西瀬戸グラウンド・
ゴルフ交流大会
●南レク城辺球場
　8：00～12：00



5

12

19

26

 6

13

20

27

3

10

17

24

31

SUN日曜日 MON月曜日 TUE火曜日 WED水曜日

4

11

18

25

こどもの日みどりの日憲法記念日 振替休日

p29 広報あいなん

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（6月の収集は8日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（6月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（6月の収集は16日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（6月の収集は22日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（6月の収集は24日）

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H26年9月11日～11月10日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●御荘文化センター　
　8：00～11：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●中原集会所　 9：30～10：30
●豊田集会所　13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●深浦公民館　8：00～11：00
●長月公民館　8：00～11：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●蓮乗寺集会所　13：30～14：30

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H22年2月1日～3月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

２０１５年
平成２７年５月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●御荘支所2階
　13：00～15：30

愛南サッカーフェスティバル
2015ユースの部
●南レク城辺公園  9：00～17：00

第19回 フレンドリーカップ
ソフトバレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館・
　平城小学校体育館
 　8：50～17：00

第37回 一本松少年剣道大会
●一本松交流促進センター
　8：30～17：00

第31回 愛南町クロッケー
親睦交流大会
●南レク御荘多目的広場
   12：30～16：00

2015愛南ファミリー釣り大会
●福浦港　6：00～14：00

愛南びやびや祭り2015
●南レクロッジ前駐車場
　9：30～15：00

第34回 四国西南地区
少年軟式野球大会
●南レク城辺球場ほか
　10：00～15：00

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

愛南サッカーフェスティバル
2015ユースの部
●南レク城辺公園  9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2015ユースの部
●南レク城辺公園  9：00～17：00
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　65 歳以上の選手が出場する「なーしく
ん杯ハイシニアソフトボール愛南大会」の
記念すべき第 1 回大会が、南レク御荘公
園多目的広場で開催されました。大会には
四万十市や宇和島市から 8 チームが参加
し、年齢を感じさせないハツラツプレーで
競技を楽しみました。
　本町から出場した御荘クラブは、予選
リーグで宿毛ハイシニアに大勝したもの
の、この大会の優勝チーム四万十町ソフト
ボールクラブに敗れ、決勝進出を逃しまし
た。

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

なーしくん杯ハイシニア
ソフトボール大会が初開催

3/22

優勝 一本松 VC

本塁打を放ち「びっくりホームラン賞」
を獲得した御荘クラブの選手の皆さん

大会に出場した選手の皆さん

大好き ! ミニバス
2/22

　城辺小学校体育館で「第 11 回南宇

和スポーツクラブ・ミニバスケット

ボール大会 ( ゴールドカップ )」が開

催されました。大会には町内外から

小学生 6チーム約 100 名が参加し、

愛南ミニバスケットボールクラブが

優勝しました。

一本松VCが混戦を制し優勝
3/15

　一本松交流促進センターで「第 11 回愛南

町 9人制女子バレーボール大会」が開催され、

4チーム約 50 名が参加して熱戦を繰り広げま

した。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載）】

優勝 一本松 VC  準優勝 しらさぎ

みんなで楽しくグラウンド・ゴルフ
4/8

　南レク御荘公園多目的広場で「第 12 回愛南町長杯グラウンド・ゴルフ

大会」が開催され、90 名が参加して楽しく競技しました。

　大会は前田覺
か く み

美さん ( 城辺クラブ ) が優勝しました。

優勝した前田覺美さん
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３月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

３月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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愛なん食育推進 愛なん「四季」の旬レシピ 第59 回 14

　玉ねぎには血液をサラサラにして、コレステロール値や中性脂肪値を正常に
する働きがあるといわれています。栄養素を摂取することが目的であれば、生
食がオススメです。

使用している愛南産の農水産物「玉ねぎ」

〈材料（4人分）〉
豚肉薄切り
水菜
きゅうり
にんじん
乾燥わかめ
トマト
〈玉ねぎドレッシング〉
玉ねぎ
酢
砂糖
濃口しょう油
サラダ油
しょうが
すりごま
塩・こしょう

水菜は食べやすい大きさに、きゅうり・に
んじんは細めのせん切りにする。乾燥わか
めは水で戻し、トマトは適当な大きさに
切っておく。
鍋に湯を沸かし、沸騰したら豚肉を入れて   
茹でる。火が通ったら豚肉を取り出し、氷
水の中に入れ冷ましておく。
器に水菜を盛り、豚肉、きゅうり・にんじ
ん・トマト、わかめを彩りよく盛り付ける。
③に玉ねぎドレッシング (下記参照 )をか
ける。

【ドレッシングの作り方】
玉ねぎとしょうがは、それぞれすりおろし
ておく。
酢・砂糖・しょう油をよく混ぜ、①を加え、
最後にサラダ油を加える。
塩・こしょうで味を調え、好みですりごま
を加える。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　新聞には過去 2回ほど掲載されたそうですが、御荘長月地区

の山中に、秘密の遊び場が誕生していました。その名は「長月

夢の森」。森づくりに携わった方から取材依頼を受けて現地に行

くと、驚きの光景が広がっていました。まず目に飛び込んでき

たのは、高さが 5mほどあろうかと思われる「見張り台」でした。

それは、地上から縄
な わ ば し ご

梯子を使い櫓
やぐら

に上がるものです。そのすぐ

横には、長さ約 12mの「ジャンボ滑り台」があり、ベニヤ板な

どを材料にして作られています。山の急斜面を利用しているの

で、スリル満点です。少し奥に進むと、「吊り橋」や「滑車すべ

り」などがありました。「夢の森」に作られた遊具などは全部で

12 あり、ほぼすべてが子供たちの手作りだというから驚きも倍

増です。子供たちの作業中の苦労や完成させたときの達成感を

想像すると、私自身も自然と笑みがこぼれていました。

　最近の子供たちは、携帯型ゲーム機の普及により屋内で遊ぶ

ことが多くなっています。ときには、屋外にいてもゲーム機で

遊んでいる子供を見かけることがあります。私が子供の頃の遊

び場は、もっぱら屋外でした。当時の遊び場で得た知恵や経験

は、私をたくましくしてくれたと思っています。

　この「長月夢の森」を駆け回っていた子供たちは、大きな夢

と財産を手にして、たくましくなっているのではないかと感じ

ました。

200g
100g

50g（1/2 本）
30g（1/3 本）

4g
1/2 個

100g
大さじ 3
大さじ 2
大さじ 3
大さじ 1
適宜
適宜
適宜

作り方

～愛なん食育レシピ集より～

①

②

③

④

食改さんからの声
ドレッシングには、血

液サラサラ効果のある

玉ねぎを生のまま使用

します。生野菜などに

かけても美味しいです。

①

②

③

栄養価 (1 人分 )
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

231kcal
34.2g
12.7g
52mg
2.3g

豚冷しゃぶの玉ねぎドレッシング
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